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 平成22年１月14日   

 

各   位 

 

                       会      社     名  株式会社ビスケーホールディングス 

                             代 表 者 の 役 職 名  代表取締役社長    岸 田   貢 

                                  （J A S D A Q  コード番号７５４２） 

                                              問  い  合  わ せ 先    経営企画室     丹 藤 昌 彦  

                                   T E L（０３） ５７９７－５５７５ 

 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

この度、当社において下記のとおり特別損失が発生いたしましたので、その概要をお知らせするとともに、

平成21年10月19日に公表しました平成22年８月期第２四半期累計期間（平成21年９月１日～平成22年２月28

日）及び平成22年８月期通期（平成21年９月１日～平成22年８月31日）の業績予想を下記のとおり修正いた

します。 

 

 

記 

 

 

１．特別損失の発生及びその内容 

（１）減損損失 

    当社連結子会社バーンズ株式会社の事業閉鎖に伴う事務所及び工場に係る固定資産等  

バーンズ株式会社（連結子会社）の固定資産等 35百万円 

 

（２）特別退職金 

    当社連結子会社バーンズ株式会社の事業閉鎖に伴う特別退職金 

バーンズ株式会社（連結子会社）の特別退職金17百万円 

     

（３）その他 

    バーンズ株式会社（連結子会社） 

事務所賃貸に伴う現状復帰費用他24百万円 
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２．業績予想の修正について 

（１）平成22年8月期第２四半期累計業績予想（平成21年9月1日～平成22年２月28日）  

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 3,800 47 22 △10 

今 回 修 正 （ Ｂ ） 3,600 △90 △110 △200 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △200 △137 △132 △190 

増 減 率 （ ％ ）    △5.3 - - - 

 

（２）修正理由 

   昨年からの米国発の世界金融危機の影響による景気低迷が続いており、当社グループが属するアパレ 

  ル業界におきましても、一般消費者の生活防衛意識や節約志向による買え控えが続いており、予想以上 

  に厳しい状況で推移いたしました。 

   当社連結子会社が運営するミセスブランド事業においては、展開する百貨店市場の低迷、ヤング・キ

ャリアブランド事業においては、低価格帯商品を展開するファストファッション等の影響により、売上

高は前回予想を下回ります。営業利益、経常利益につきましても、売上高減少の影響、価格訴求型のバ

ーゲン催事等の影響、正価販売比率の低下により、前回予想を下回ります。また、当期純利益につきま

しても、上記、連結子会社の事業閉鎖等による減損損失の発生等により前回予想を下回ります。 

 

３．業績予想に修正について 

（１）平成22年8月期通期業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日）  

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 7,400 100 50 １ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） 6,800 △60 △110 △210 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  △600 △160 △160 △211 

増 減 率 （ ％ ）    △8.1  - - - 

 

（２）修正理由 

   通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績を踏まえ、固定費の更なる削減を図るもの

の、今後、更に厳しい経営環境が続くことを勘案し、売上高6,800百万円（前回予想は7,400百万円）、  

営業損失60百万円（前回予想は営業利益100百万円）、経常損失110百万円（前回予想は経常利益50百万

円）、当期純損失210百万円（前回予想は当期純利益１百万円）を見込んでおります。 

 

 

 

以 上 


